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	製品名: CD215マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM82286
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、インターロイキン15（IL15）に特異的に高親和性で結合するサイトカイン受容体をコードしています。IL15とIL2の受容体は、IL2RベータとIL2Rガンマという2つのサブユニットを共有しています。これが、IL15とIL2の多くの重複する生物学的活性の基盤となっています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、IL2Rアルファと構造的に関連しています。IL2Rアルファは、高親和性のIL2結合に必要なIL2特異的αサブユニットです。IL2RAとは異なり、IL15RAは他のサブユニットとは独立してIL15に高親和性で結合できるため、IL15とIL2の間には異なる役割があることが示唆されています。この受容体は、細胞増殖を促進し、アポトーシス抑制因子であるBCL2L1/BCL2-XLおよびBCL2の発現を増強することが報告されています。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2010年4月]
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	LOVO（1）およびHCT116（2）細胞溶解物に対するCD215マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。

